
福島第一原子力発電所1号機の状況
（５月１７日６:００現在）

主要な出来事1/Z
3ﾉﾕﾕ１４:４６運転中､地震により自動停止ｕｌ

３/１１１５１４Ｚ１０条通報(全交流電源喪失）
3/１１１６:３６１５条車蝕の発生(非常用炉心冷却装伍注水不能）
3/ｌＺＯ１:ＺＯユ5条、象の発生(格納容船圧力異舗上昇）
3/ｌＺ１０:ﾕｱﾍﾞﾝﾄ開始

〃1215:３６爆発音
ﾖﾉ１２２０２０海水及びホウ酸の炉心注水開始
3/2302:３３消火系に加え､給水系を使うことにより炉心への注水国増量

（２mヨハ÷18mﾖﾉh)｡９:00に給水系のみに切替(18mﾖﾉh÷11ｍＶh）
3/２４１１:３０中央制御室の照明復帰

ｙｚ５１５上３７淡水の炉心注水開始
ｙＺ９Ｏ８:３２仮股砠動ポンプでの炉心注水に切替
3ﾉﾖﾕﾕZ:００～4/21526復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンプール水サージ

タンク(SPT)へ移送開始

ﾖﾉ3113:０３～16:04コンクリートポンプ車による放水(淡水）
4/３１２，２仮殴電動ポンプの簸源を仮設唖源から外部電源に切替
4/３１３:５５伍水器からCSTへ移洙間蛤

4/６２Z:３０原子炉格納容器への窒素封入操作開始
4ノブＣｌ:31原子炉格納容器への室素封入開始を確囲
4/９０４８ﾕＯ原子炉格納容器への窒素封入を高純度室素発生装置に切替
4/１００９:３０復氷器からCSTへの移送完T
w1ユユ7:15頃地ENI発生(福島県浜通り)により外部電源が喪失するとともに

炉心注水及び原子炉格納容器への窒累封入停止

4/１１１７:５６外部冠源復旧
4ハエ迫:０４炉心注水再開

4/1ユ23:１９原子炉格納容器への窒累封入操作開始
4/１１２ﾖ:３４原子炉格納容器への室素封入開始を確野
4/1716100～17:３０原子炉建屋において､無人ロボットによる状況確騨等を実施
4/１８１１:50～１２$1Ｚ炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポン

プを停止

4ﾉｴ910231,Z号樋と3J4号樋間の冠源迎系強化作業が完了
4/２５１０:５７～18:２５睡亜斡化云申のため､炉心注水ポンプの電源を一時外部画源か

ら仮股､/Gに切替

4/２５ユ4:10～ﾕ9:１０旺源強化工＄に伴い､窒素封入を一時停止
4/２５１４:“～ｴﾌ:３８旺源強化工＄い,Z号機と5,6号機間の電源連系)を実施
4/２５ユユ:３５～ﾕ3224頃原子炉建屋において､無人ロボットによる状況確盟等を実施

仮股in助ポンプにより
淡水を注水

２回線砿保 晒頚、

仮設DＧ

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事2/２

4/ZフユO:02炉心注水量を6,3/hから最大l4myhまで段階的に変化させる操作を開始、
ユOm3/hにて注水を継続後､6mVhに戻すＷＺ９１０ｌﾕ4)。

4/２９１１:36～14:０５原子炉建囲において､偏人ロボットによる状況砿腿等を実施
5/212:58～1580ヨ炉心注水ポンプヘの警報股置のため､消防ポンプによる炉心注水

に一時切替

5/516:36~5/820:02原子炉建屋作業琿境改善のため､局所俳風機全台(6台)を運
転

5/６ユ0801炉心注水量を6mヨハからBmyhに変jlZ

5/BZo:０８排気ﾀﾞｸﾄの切断により通気
”４:１７原子炉迩凰の二ｍ扉を開放

率sB1o正圧ハウスの解体
5/１０１０:55頃原子炉圧力容器の水位計を校正
5/１１８:４７～15:５５大熊線2号線の復旧に伴い､炉心注水ポンプの電源を仮股ディーゼ

ル発電機に一時切替(復旧後は同系統から一部受冠）

5ハユ8850～15:58大熊線2号線の復旧に伴い､窒素封入を一時停止
5ﾉｴ１９:50～ﾕﾕﾋ１４原子炉圧力容器の水位状態を砿隠､原子炉格納容器圧力計を校正
5/１３１６:01～１７:３９原子炉建屋内において､遠隔操作ロボットによる現場砿麗を実施
5ﾉﾕ415:Oﾌｰﾕ5:１８コンクリートポンプ車により使用済燃料プールへ放水(強風の影轡

により中止）

5/１５１３:２８炉心注水量を約8m｡/hから約10,3/hに変更



福島第一原子力発電所2号機の状況
(５月１７日６:００現在

主要な出来事1/２既股冷却系を用い

て仮段通助ポンプに
より淡水を注水

ﾖﾉﾕﾕﾕ4:４６運転中､地圏により自動停止Ｂ－－－￣．￣．Ｂ
ツユユユ5:４２１０条通報(全交流旺源喪失）
3/1116:３６１５条＄象の発生(非常用炉心冷却装置注水不能）
ﾖﾉｭｮﾕﾕ:００ベント開始

ﾖﾉl4131Z515栞＄象の発生(原子炉冷却機能喪失）
3/１４１６:３４海水の炉心注水開始
3/１４ZZF5015条血象の発生(格納容器圧力異常上昇）
3/１５００:OＺベント開始
3/１５０６:１０煙発音発生
3/１５０６:z0tjJサプレツシヨンプール(圧力抑制室)損畑の可能性あり
3/２０１５:05～ｴ7:20使用済塵料プール冷却系(FPC)から使用済I盤料プール(SFP)に海水を注水
ﾖﾉｚＯ１５:４６パワーセンター受電
ﾖﾉZユ１８:ＺＺ白煙が発生｡２２日７:1ｴにほとんど見えない程度に減少
3/ZZ168O7SFPに海水を注水
3/2510830～１２:１９FPCからＳＦPに海水を注水
ﾖﾉＺ６１０:１０淡水の炉心注水開始

3/２６１６:４６中央制御室の照明復帰
刃Zアユ8:３１仮設冠勘ポンプでの炉心注水に切替
3/２９１６:30～18：２５仮設電動ポンプでの淡水のSFP注水に切替
3/２９ユ6:45～4/１１１:５０復氷貯蔵タンク(CST)からサプレッションﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
ﾖﾉ３００９:25～Z3:５０５FPへ注水していたところ､仮股矼動ポンプの不四を確麗(9:45)｡消防ポンプに切替えて

注水するが､ホース破損が確鰹(1Z:47’13:10)されたため､注水中断｡19:05に淡水注水を再
開

4ノユユ4:56～17,5FPCからSFPへ仮股面動ポンプにより淡水注水
4/209:３０ｉｉｉ取水口付近のﾋﾟｯﾄにl000mSV/hを超える水が溜まっていること及びﾋﾟｯﾄ側面から.水が流出

していることを確圏

4/217:10復水路からCSTへ移送開始

4/３１Z:1Ｚ仮股電動ポンプの迅源を仮殴甑源から外部祗源に切替
4/３１３:47～1430ﾋﾞｯﾄ内に､おがくず20袋､高分子吸収材80袋､裁断処理した新聞紙３袋を投入
4脚O7lO8～07:ユユトレーサー(入浴剤)約ﾕ3kgを海水配管トレンチ立坑から投入
4/411805～13137FPCからSFPへ仮殴砠動ポンプにより淡水注水
4/５１４:１５トレーサーが立坑周辺の隙間から海へ流出していることを確麗｡l5p7から凝固剤の注入開始
4/６０５:３８頃ピット側面からの水の流出が止まったことを確鹿
4/７１３:Z9～14:３４FPCからSFPに仮設近助ポンプにより淡水注水
4/９１３:１０復水器からCSTへの移送完了
4/１０１０:ﾖﾌ～１２:３８FPCからSFPへ仮股餓動ポンプにより淡水注水
４/１１１７:16頃地恩発生(福島県浜通り)により外部廼源が喪失するとともに炉心注水停止
4ﾉﾕﾕﾕﾌ:５６外部轍源復旧
４/1118:０４炉心注水再開

原子炉圧力ＡＯＯ８１ＭＰａ燕
（状況推移を継続随厘中）

原子炉圧力ＤＯＯ８３ＭＰａ駅
（状況推移を継続確厘中）

状態:ほぼ一定
※I絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１５００ｍｍ

原子炉水位Ｂ－２１００ｍｍ
状胆:煙料頂部から上肥水位

が冠水していない。

原子炉水逼度一℃
状態lデータなし

原子炉圧力容船浬匿:
給水ノズル温度１１３５℃

圧力容器下郎温度一℃
（計器不良）

除熱樋能

lrFラプール水温度４７℃

圧

原子炉格納容器圧力：
ＯＯ５０ＭＰａ 

状態:ほぼ一定状

サブﾚッションプ－ル鍋煽の可能E性ありあり

S／P水温Ａ６４．３℃
S／P水温Ｂ６４．６℃

状態:ほぼ一定

Ｓ／P圧カーＭｐａ
（計翻不良）

非常用
発電機

除熱

機能
外部

電源

仮股氾動

ポンプにより
淡水を注水

２回線確保Ⅲ源車

仮股DＧ

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事Z/２

4/１２１９:35～4/1317:Ｍタービン建屋トレンチから復氷器への移送
4/１３１１:００洞えい砿隠等のため一時停止

4/１３ユ3:15～14:５５FPCからSFPへ仮段電動ポンプにより淡水注水
4/１５１０:13～11:“FPCからSFPへ仮設凪助ポンプにより淡水注水(11:ﾕ9頃発生した地

震の影轡で､１１:39に仮股電動ポンプ停止｡ユユ:54にスキマーレペル
の上昇の確麗により満水を随麗｡）

4/１６ユユ:四頃地震発生(茨鞍呉南部）

4/1813:４２～原子炉建屋において､無人ロボットによる状況確聞等を実施
4/１８ユZ:13～12:３７炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポンプ

を停止

4ﾉﾕ８９:30～17:４０函源トレンチ内に止水剤(水ガラス)を注入
4ﾉｴ９８:00～15:３０電源トレンチ内に止水剤(水ガラス)を注入
4ﾉﾕ９１０:OBタービン建屋トレンチから築中廃凝物処理施般へ高線邑滞留水の移送開始
4/１９１０:２３ユュ号機と３`4号機間の電源連携強化作業が完了
4/l915HOB～１７:Z8FPCからSFPへ仮股電動ポンプにより淡水注水
4/2215:55～17840FPCからSPPへ仮設冠動ポンプにより淡水注水
4/２５１０:１２～１，８FPCからSFPへ仮股電動ポンプにより淡水注水
4/２５１０:57～18:２５冠源強化工事のため､炉心注水ポンプの冠源を－時外部甑源から

仮殴り/Gに切替

4/２５ユO:12～ﾕﾕ:１８FPCからSFPへ仮設孟動ポンプにより淡水注水
4/２５１４:44～17:調矼源強化工事(1,２号機と5J6号樋間の近源迎系)を実施
4/Z81O:15～11:２８FPCからSFPへ仮段電動ポンプにより淡水注水
4/299:１６移送股価点検等のため､タービン建屋トレンチから繁中廃爽物処理施股への

寓枠且滞留水の移送を－時中断｡４/30の14:05から移送再開
5ノユユ3:３５～トレンチ立坑の閉塞作業を開始
可210;05～11:４０FPCからSFPへ仮股触助ポンプにより淡水注水
5/ｚユz:58～15:０３炉心注水ポンプへの警報殴沮のため､消防ポンプによる炉心注水

に一時切替

5/６９:３６～11:ﾕ６FPCからSFPへ仮股甑助ポンプにより淡水注水
5ノブ９:ＺＺ３号槻の原子炉給水系配管の工事のため､タービン建厘トレンチから集中廃

粟物処理施股への高梓且滞留水の移送を－時中断｡ｴaOZから移送再開

印１０９:01～5ﾉﾕｭﾕ5:Z０３号機タービン建屋から集中廃棄物処理施股への移送配管敵
設のため､タービン建屋トレンチにある滞留水(高線邑の滞留水)の集中廃燕
物処理施設への高線且滞留水の移送を一時中断

5/１０ユョ:09～14:４５FPCからSPPへ仮股冠励ポンプにより淡水注水(13:19～14:３５ヒドラ
ジンを併せて注入）

5/１１８:47～15:５５大熊線2号線の復旧に伴い､炉心注水ポンプの冠源を仮段ディーゼ
ル発電機に一時切替(極Iﾛ錨は同系統から一部受烟）

ヅユ４１３:00-14:３７FPCからSFPへ仮股、動ポンプにより淡水注水(13:08-14:０２ヒドラジ
ンを併せて注入）



福島第一原子力発電所3号機の状況
(５月１７日６:００現在

主要な出来事1/２
3/１１１４:４６運転中､地霞により自動停止ｕ￣￣
ﾖﾉｭｭ１５:4210条通報(全交流砥源喪失）
3/１３０５:1015条事象の発生(非常用炉心冷却装置注水不能）
3m３０８:４１ベント開始
3/１３１３:1Ｚ海水及びホウ酸の炉心注水開始
3ﾉﾕ４０５:２０ベント開始
3/１４０７:4415条印象の発生(格納容器圧力異常上昇）
3/1411:０１燭発音

3/１６０８:30口白煙が発生
y17O9:48～10501自衛隊ヘリによる放水
ﾖﾉ１７１９:０５～19:１５警察の高圧放水血による散水

ﾖﾉ1719835～２０:０９自衛隊の消防車により放水
ﾖﾉﾕ８１４時前～14:3８自衛隊消防車6台による地上放水～14:４５米軍消防車1台による地上放水
3/１９０:30～01:１０東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水
3ﾉﾕ914:10～3/z003H40東京消防庁ﾊｲﾊﾟｰﾚｽｷｭｰ隊放水
3/ZO11BOO格納容器内圧力が上昇(320kPa)｡その後.低下
刃ＺＯＺ１:36～3/２１０３:５８束京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水
ﾖﾉZユユ5:55頃灰色がかった煙が発生｡17$55に煙が収まっていることを随圏
ｙＺＺユ5:10～16:ＯＯ東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊及び大阪市消防局放水
3/222Z:４５中央制御室の照明復帰
ﾖﾉ2ヨユl:03-13:20使用済燃料プール冷却系(FPC)から使用済燃料プール(SFP)に海水を注水
3/２３１５:Z0噸黒煙が発生｡23:30頃及びﾖﾉ２４０４:50に煙の発生が止んでいることを確囲
ﾖﾉ２４０５:35～16:O5FPCからSFPに海水を注水
ﾖﾉZ513IZ8～ｴ6:００束京消防庁の支授を受けた川崎市消防局による放水
3/zS18HOZ淡水の炉心注水開始
3/Z71Z34～14836コンクリートポンプ車による放水(海水）
3/２８１７:40～3/3108840頃復水貯蔵タンクに5T)からサプレツシヨンﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
3/Ｚ８Ｚｎ３Ｏ仮設電動ポンプでの炉心注水に切替
4/３１２:１８仮股旺助ポンプの砥源を仮股冠源から外部電源に切替
4ハ１エ7:16頃地屡発生(福島県浜通り)による1'２号機の外部麺源喪失に伴い炉心注水停止
4/１１１８:041,2号機の外部晒源復旧(4ﾉﾕﾕﾕ7:56)により､炉心注水再開
4/1711130～14:00原子炉建屋において､無人ロボットによる状況確腿簿を実施
4/１８１２:38～ｴ3:０５炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポンプを停止
4/１９１０:２３１，２号樋と３，4号槻岡の餓源迎換強化作業が完了
4/ＺＺ１３:40～14:00煙料プール冷却材浄化系を用いて使用済懲料プールに淡水を試験注水
4/２５１０:57～坦:２５旺源繭化工事のため､炉心注水ポンプの砠源を一時外部電源から仮殴り/Gに切替
4/３０１１:343,4号機の冠源強化工印(6.6Ｗから66kVに昇圧)が完了

原子炉圧力ＡＯＯＯ７Ｍｐａ狂
（状況推移を継続碗厘中）

原子炉圧力ＣＯＯ１２ＭＰａ壷
（状況推移を纏統確厘中）

状態:ほぼ一定

※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－２０００ｍｍ

原子炉水位Ｂ－２３００ｍｍ
状態;堪科頂部から上肥水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃
状態:データなし

原子炉圧力容器浬旺２

給水ノズル温度１３７，５℃
（状況推移を継観確厘中）

圧力容器下部浬度１２９，５℃

コンクリートポンプ車
により淡水を放水

除熱機能

(|~｢;ｉ プール水温度一℃状態:計器不良

原子炉格納容墨圧力：
Ｏ１０１９ＭＰａ 

状態:ほぼ一定

□ 
S／P水温Ａ４０７℃

S／P水逼Ｂ４０．８℃
状態:ほぼ一定

S／P圧力Ｏ１９１８ＭＰａ

状魍:ほぼ一定

非常用
発甑機

除熱
機能

外部

慰源

２回線硴保晒源亜
仮股DＧ

仮股函動

ポンプにより

淡水を注水

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事z/Z

5/ＺｌＺ:58～15:Oヨ炉心注水ポンプへの警報股置のため､消防ポンプによる炉心注水
に－時切替

S/812:10～14110FPCからSFPへ仮股電動ポンプにより淡水注水
5/８１６:18～5/105:4ユ原子炉給水系匠管の工車のため､硬水器の水をタービン建屋地

下へ移送

5/９１２:ﾕ4～ﾕ5:ＯＯＦPCからSFPへ仮股冠動ポンプにより淡水注水⑪Z:39～14:３６ヒドラジン
を併せて注入）

5/１１８$47～ﾕ5:５５大熊線2号線の復旧に伴い､炉心注水ポンプの冠源を仮殴ディーゼル
発冠機に一時切替

5/1112:30頃取水口付近の立坑に画源ケーブルを納めている管路を通じて水が流入して
いることを砿麗÷16805立坑から水が海へ流出していることを破鹿
÷18:４５立坑内にコンクリートを打股することにより水の流出が停止

5/lZ16:５３消火系配管に加え､給水系配管からの炉心注水を開始
5/１５ユ43ﾖｰﾕﾌ:00原子炉圧力客船へホウ酸を注入
印１６１５:００～l8F3ZFPCからSFPへ仮設晒動ポンプにより淡水注水(15:10～17:３０ヒドラジ

ンを併せて注入）

＜コンクリートポンプ車による放水(淡水)＞
ﾖﾉ２９１４:17～18:１８，３/3115830～19:33,4/209:５２～12:54,4/４１７:03～19:19, 

4〃06:53～８１５３､4/８１７:06～ZO:00,4/１０１７:15～19:15,4ﾉﾕZ161Z6～17:16,
4/１４１５:56～16:32.4/１８１４:ｴｱ～15:OZ､４/２２１４１ﾕ9～ﾕ5:40.4/2612:25～14:02 



福島第一原子力発電所4号機の状況
日６:００現在）(５月１７

主要な出来事
地鹿発生時､定期検査により停止中Ｉ￣－－－．－Ⅱ
3/１４０４:０８使用済燃料プール温度84℃
３/１５０６:１４４Fの壁が－部破損の確駆
ﾖﾉ１５０９:ﾖ８３階部分で火災(１２:25鎮火）
刃１６０５:４５４号機で火災｡事業者によると現jl9での火は確麗できず(０６:l5l
3/２００８:21～０９:４０自衛隊による使用済燃料プール(SFP)への放水

3/201830頃～19:４６自衛隊によるSFPへの放水
3/Zユ０６:３７～O8F4ユ自衛隊によるSFPへの放水
3/2115:00頃パワーセンターまでのケーブル敷設完了
ﾖﾉｚｚｌｏ:３５パワーセンター受電
くｺﾝｸﾘｰﾄポンプ車による放水(海水)＞

３/ＺＺユフ:１７～２０:3Z､３/ZヨユO;00～ﾕ3:０２，３/Ｚ４１４:３６～17:30.3/Ｚ５ユ9:０５～22:０７．

３/Zアユ⑤55～19:Z５

３/２５０６:ＯＳ～10:ＺＯ使用済燃料プール冷却系(FPC)からSFPに海水を注入
3/２９１１:５０中央制御室の照明復帰

4mZ1Z:００～13:O4SFP内の水のサンプリング作業を実施
4/１９１０:２３１２号機とﾖ,4号機間の電源連携強化作業が完了
4/ＺＺコンクリートポンプ車(62,級)を用いて計測装置を吊り下げ､使用済燃料プールの

水位等を測定
4/３０１１:ﾖ４３，４号機の電源強化工事(6.6kVから65kVに昇圧)が完了
5/９使用済燃料プール底部支持構造物の設置工事の作業開始

くｺﾝｸﾘｰﾄポンプ車による放水(淡水)＞
3/３０１４:04～１８３３．４/１０８:28～14:14,4/３ｉ７:14～ZZ816,4/５１７:35～18:22, 

4ノブ１８:23～19:40,4/９ユフ:Oﾌｰﾕ9:24,4/１３０:30～6:57,4/1514830～18:29,

4/１７１７:39～Zﾕ:ZZ､４ﾉﾕ910:ﾕﾌｰﾕﾕ:35,4/２０ユフ108～20:31,4/21172ﾕ4～2ﾕ:20,

4/2217:52～23:53､4/Ｚ３１Ｚ:30～16:44,4/Ｚ４ユZ:２５～１７:０７､4/２５ユ8zl5～翌O:26,
4/２６ユ6:50～20:35,4/２７１２:18～15:15,5/512:19～ZO:４６，５/61238～17:51,

5ﾉﾌﾕ4:ＯＳ～17:30,5/９１６:ＯＳ～19:０５(16:11～18:３８ヒドラジンを併せて注入)、
5/１１ユ6t07～19:38(16214～19:36ヒドラジンを併せて注入).5/1315:04～ﾕ9:04(ﾕ6:２０
～18:41ヒドラジンを併せて注入)、５/１５１６:25～20:25(16:26～18:30ヒドラジンを併せて
注入)、

定検停止中
コンクリートポンプ車

原子炉内に撚料体
ないため除熱不要

２回線確保 函諏車

仮股DＧ

現状:原子炉圧力容器に燃料体が存在しない
プールへの淡水注入を継続



福島第一原子力発電所5号機の状況
（５月１７日６:００現在）

Ｆ歪可驫正甲司
炉水とプール水を

切替えて除熱 原子炉圧力:Ｏ１０８ＭＰａ※

原子炉水位:１９３６ｍｍ

原子炉水温度:４６．９℃

状況:操作により圧力等を制御中。
※:絶対圧に換算

プール水温度43.0℃

状況;除熱機能が回復。

畠度43.0℃

【機能が回復。
除熱機能

原子炉圧力容器温度：
原子炉水温度にて監視中。

主要な出来事
3/２０１４:３０冷温停止’￣￣￣’

3/２１１１:３６外部魎源から受電開始
3/２３１７:２４残留熱除去海水系(RHRS)ポンプが､仮設から本設の電源への切り替え

の際に自動停止
3/２４１６:１４ＲHRSポンプの修理完了
3/２４１６:３５冷却開始

4/４２１:00～4/８１２:１４サブドレンピットの低レベルの地下水を海洋に放出(約950t）
4/２５１２:22～16:４３電源強化工事に伴い､残留熱除去系(RHR)ポンプを一時停止

4尼５１４:44～17:３８電源強化工事(1,2号機と5,6号機間の電源連系)を実施
5に１３:30～15:０３起動変圧器の受電試験に伴い､RHRポンプを一時停止

Cl 
非常用

発電機
外部電源 除熱機能

１回線砿保 炉水とプール水を

切替えて除熱

6号樋非常
用、Ｇ２台を

共用

福島第一原子力発電所6号機の状況
（５月１７日６:００現在）

定検停止中炉水とプール水を
切替えて除熱

原子炉圧力８０．１２４MPa斑

原子炉水位82357ｍｍ
原子炉水温度;２８．２℃

状況8操作により圧力等を制御中。

※:絶対圧に換算

プール水温度:37.0℃

状況:除熱機能が回復。
除熱機能

主要な出来事
原子炉圧力容羅退匿ご

原子炉水温度にて監視中

力容墨退匿ご

;水温度にて監視中
3/２０１９２７冷温停止
3/２２１９:１７外部電源から受函開始

3/２０１９２７冷温停止１－－－１
３/２２１９:１７外部電源から受函開始

4/４２１:00～4/９１８:５２サブドレンピットの低レベルの地下水を海洋に放出(約373t）
4/１９１１:00～15:００タービン建屋地下の溜まり水の量を調査するため､当該溜まり水

を復水器へ移送

4/２０９:51～15:５６仮設残留熱除去海水系(RHRS)のホースの位伍を変更するため、
残留熱除去系(RHR)ポンプを一時停止

4/２５１４:44～17:３８電源強化工事(1,2号機と5,6号機間の電源連系)を実施
5/２１１:03～14:５３起動恋呼器の受電試験に伴い､RHRポンプを一時停止

○
○
 

＜タービン建屋地下の溜まり水の仮設タンクへの移送＞
5/１１４:００～１７:００，５/２１０:00～１６:００，５/３１４:００～１７:００，５/６１４:００～１７:００， 

５/７１０:00～１５:００，５/９１４:00～１７:００，５/１０１０:00～１６:00,5/１１１０:00～１６:00, 

5/１２１０;00～１６:00,5/１３１０:００～１５:００，５/１４１０:00～15:００，５/１５１０:00～15:0 

5/１６１０:００～１４:0０ 

、

非常用

発電機
＜原子炉建屋地下の溜まり水の廃棄物処理建屋への移送＞
5/１０１１:00～１２:30,5/１１１１:００～１２:30,5/１２１０:30～１２:30,5/１３１１:30～１２:1５ 

外部甑源 除熱機能

１回線硴保非常用、Ｇ２台 炉水とプール水を

切替えて除熱




